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ア
ジ
ア
最
大
の
Ｉ
Ｔ
展

５
月
９
日
か
ら
３
日
間

恒
例
の「Japan IT W

eek 2012

春
」

　「J
apan IT

 W
eek 2012

春
」
（
リ
ー
ド
エ
グ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
ジ
ャ

パ
ン
主
催
）
が
来
月
九
日
（
水
）
か
ら
一
一
日
（
金
）
ま
で
の

三
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
。
Ｉ
Ｔ
に
関
連
し
た

一
二
の
展
示
会
が
同
時
開
催
さ
れ
る
今
回
は
一
五
六
〇
社
が
出
展

す
る
「
ア
ジ
ア
最
大
の
Ｉ
Ｔ
展
」
（
主
催
者
）
と
な
る
見
通
し
だ
。

▼
ア
ジ
ア
最
大
の
12
専

門
展　

J
a

p
a

n
 IT

 W
eek 

2012

春
は
、
今
年
で

二
一
回
目
と
な
る
「
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
環
境

展
」
を
筆
頭
に
「
第
17

回
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
＆
Ｃ
Ｒ
Ｍ 

Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
な
ど
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
全
館
を
使
っ
て

一
二
の
展
示
会
を
同
時

開
催
す
る
ア
ジ
ア
最
大

の
Ｉ
Ｔ
展
示
会
に
成
長

し
た
。

　注
目
は
今
年
六
回
目

と
な
る
「
Ｗ
ｅ
ｂ
＆
モ

バ
イ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
や
二
回

目
の
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
＆
モ
バ
イ
ル
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」、
そ
し
て
今
回
が

初
開
催
と
な
る
「
ワ
イ

ヤ
レ
ス
Ｍ
２
Ｍ
展
」
だ

ろ
う
。

▼
米
グ
ー
グ
ル
が
登
壇

　Ｗ
ｅ
ｂ
＆
モ
バ
イ
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
は
、
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
西
館
に
Ｗ
ｅ
ｂ

や
モ
バ
イ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
一
堂

に
集
結
。
専
門
セ
ミ

ナ
ー
で
は
米
グ
ー
グ
ル

の

D
aniel A

legre

ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
担
当

社
長
が
基
調
講
演
す
る

ほ
か
、
特
別
講
演
で
は

T
w

itter Japan

、
サ
イ

バ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、

ミ
ク
シ
ィ
の
三
社
が
自

社
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
語
る
。

▼
通
信
３
社
が
そ
ろ
う

　一
方
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
＆
モ
バ
イ
ル
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
は
東
館
で
開

催
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
モ
バ
イ
ル
に
関
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と

サ
ー
ビ
ス
が
集
ま
る
。

　専
門
セ
ミ
ナ
ー
で
は

基
調
講
演
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
テ
レ
コ
ム

の
三
社
が
そ
ろ
い
踏
み

す
る
。
ま
た
特
別
講
演

で
は
Ｌ
Ｇ
エ
レ
ク
ト
ニ

ク
ス
と
Ｍ
Ｍ
総
研
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
戦
略
を

議
論
す
る
予
定
だ
。



第1回  　 　　　  ワイヤレスM2M展

株式会社アプリックス
代表取締役CEO

鈴木 智也 氏

エクササイズマシンもネットにつながり、
スマホとリアルタイムで連携

体重計もネット接続により、スマホと
簡単に連携
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注目出展企業に聞く 

▲

 M2M市場に参入する株式会社アプリックス
継続的な収益モデルを可能にするM2Mの新しい潮流

家庭や店舗・オフィスにある商品の稼動状況を
リアルタイムで把握することが可能になれば
新たなビジネスチャンスを生み出すことができる

　「M2M」とは、人手を煩わせずに様々な機器からデータを送受信できる技術のこと。

スマートグリッド向けなどの産業用機器での活用により一躍注目を集めているが、こ

のたびアプリックスが新しいM2M用半導体を開発したことにより、一般コンシューマ

向け機器でも手軽に利用できるようになった。すでに市販されている血圧計や体重計

などの健康機器や、スキャナーやタイムレコーダーなどの事務機器を改造なしでネッ

トワークにつなげる安価な通信モジュールをビジネス向けに提供するとともに、エク

ササイズマシンや家電機器をスマホ対応にする極低価格の部品をメーカやサービスプ

ロバイダーに供給を開始した。

出展ブースにお越しください
ワイヤレスM2M展
ブース番号：西 3-3

＜お問い合わせ＞
株式会社アプリックス
東京都新宿区西早稲田 2-18-18
TEL：03-3207-6575　http://www.aplix.co.jp/

商品の活用状況がわからなければ　　

ビジネスチャンスはつかめない

　居酒屋で多く飲まれるお酒といえ

ば、ビールや焼酎、最近ではハイボー

ルといったところだろう。酒販店に

とって、ワインはこれらよりも利益率

がいいものの庶民的なお店にはなかな

か取り扱ってもらえない。そこで考え

たのが、ワインセラーの設置だ。

　居酒屋にワインを入れたワインセ

ラーを設置させてもらい、一定期間

経った後にお店を再訪して売れたワイ

ンの分だけの料金を請求するというビ

ジネス。いわば「富山の置き薬」のワ

イン版だ。

　ある酒販店は、焼鳥屋にワインセ

ラーを設置させてもらい、比較的高級

なワインをセットした。酒販店の営業

担当者は、時間的な制約もあり、毎日

のようにワインセラーの状況を確認し

に行くことはできない。あるとき、彼

が焼鳥屋のワインセラーを見に行く

と、自分がセットしたワインではなく、

より安価なワインが入っていることに

気が付いた。

　店主に理由を尋ねたところ、「あな

たがワインセラーを設置した週にワイ

ンはすべて売れてしまった。いま入っ

ているワインは、私が安く仕入れたも

のだ。おかげさまで稼がせてもらって

いるよ」と笑顔を見せる。

　焼鳥屋の店主は嬉しいだろうが、酒

販店にとっては、ビジネスチャンスを

みすみす逃したことになる。しかも、

ワインセラーに安いワインまで入れら

れてしまっては何のために設置したの

か分からない。だからといって毎日、

点検に来ることもできない。もし、ワ

インセラーの稼働率（利用頻度）を、

安く簡単に送信する方法があればどん

なにいいことだろうか――。

　じつは、その方法を提供する企業が

ある。M2M 向け IC チップの開発を手

掛けるアプリックスだ。

市販される電子機器につなぐだけで　

ネット化する通信モジュール「UD1」

　先の例で言えば、ワインセラーに

M2M 向け IC チップモジュール「UD1」

を取りつけて、ワインセラーの稼働率

をネット経由で酒販店の営業担当者に

メッセージを送ることが出来れば、営

業担当者はすぐに稼働率の高いお店へ

行き、新しいワインを用意することが

できる。こまめな補充やメンテナンス

をするだけではなく、稼働率の低い設

置店から回収したり、稼働率の高い設

置店が他の業者に流れないように台数

を増やすなど機動的な設備配分ができ

る。それによってビジネスチャンスを

逃さずに済むというわけだ。　

　ワインセラーのほかにも、エスプ

レッソマシン、ウォーターサーバ、給

茶機、ガチャガチャ、カードベンダー、

仮設トイレなどにも応用できる。これ

らの商品にアプリックスの M2M 製品

を取り付けるだけで、商品の利用状況

が分かるようになり、機会損失をなく

し、新しいビジネス提案ができるよう

になる。

　「とにかく身近なところで M2M を

実現したかった。そして、企業ユーザ

が自社商品を販売後、それがどう使わ

れているのかを把握できるようにし、

単純な売り切りビジネスではなく、継

続的にビジネスを展開できるような

ものを提供したかった」と鈴木氏は

UD1 開発に至った理由を語る。

1 個数万円ほどするモジュール　

「UD1」なら 1000 円以下になる

　その機能もさることながら、UD1

の大きな特長と言えるのが価格の安さ

だ。一般的に既存の機器に通信機能を

追加するためには、CPU などを搭載

した 1 個数千円から数万円ほどする

モジュールが必要になる。ところが、

UD1 は 1 個 1000 円以下だというのだ。

　「これまで、高価なために産業用や

医療用などに限られていた M2M が、

UD1 の登場によって身近な機器でも

実現できるようになる」と鈴木氏は自

信を見せる。

　実際、アプリックスのショールーム

では、UD1 が接続されたバーコード

リーダや血圧計、トイカメラ、エクサ

サイズマシンなどが並んでいる。

　例えば、UD1 に接続された血圧計

や体重計を使うと、自動的に測定結果

がネットに送信される。宅配食ビジネ

スに応用すれば、塩分やカロリーの調

整など、新しい形の健康管理ビジネス

が創り出せる。

　また、エクササイズマシンをネット

につなぎ、スマホでリアルタイムに情

報を見られるようにすれば、別な場所

で運動している人と競争させたり、適

切なサプリを提案したりと、新しいビ

ジネスチャンスが生まれる。

　「今まではデータ収集や通信のため

の高価なハードを購入し、サーバや

PC 用の専用ソフトウェアを開発する

など、M2M を実現するためのハード

ルが非常に高かった。アプリックスの

強みは、低価格の通信モジュールと

ホームページから簡単に利用できるク

ラウドサービスをともに開発できるこ

とだ」と鈴木氏は胸を張る。

「UD1」の登場でM2Mが一気に進化

中小企業でも容易に導入できる

　「第 1 回 ワイヤレス M2M 展」では、

先に述べたような電子機器と UD1 を

接続したデモンストレーションを行う

予定だ。

　M2M は特別な産業用途だけではな

く、身近なビジネスでも使えるように

なってきた。モジュールが 1000 円以

下で作れるようになり、中小企業でも

比較的容易に導入できる。

　「M2M により、これまでやりたくて

もできなかったことがやれるようにな

る。展示会では M2M の進化した姿を

ぜひご覧いただきたい」と鈴木氏は話

す。クラウドやスマホを使い、まっ

たく新しいビジネスを生み出す M2M。

アプリックスのブースでは、その最新

の姿を見ることができる。

　　　　　　　　　　　　　（百瀬崇）
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